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＊ 1983 年版東京天文台パンフレット  

アーカイブ新聞第 668 号（2013年 4月 9日）に「山下芳子氏からの資料（野辺山宇宙

電波観測所、光電子午環建設のころ）」という記事を書いた。山下芳子氏から 2013 年 4
月 8 日に届いた封筒の中にあったもののリストの、 

3)「東京大学東京天文台パンフレット 1983 年版：表紙がエッシェルスペクトル」である。 

      

  写真 1 美しい表紙（太陽の高分散エシェルスペクトル：乗鞍コロナ観測所） 

     
写真 2 2 ページ目には、東京天文台の沿革 



写真 3 東京天文台の現況が日本語と英文で書かれている。英文の解説は珍しい 

 
            写真 4 東京天文台の施設分布図 



 この三鷹の構内施設配置図は、官舎の区画配置が、官舎が建っていない区画を含め正

確に書かれている珍しいものである。 

  
          写真 5 東京天文台正門と管理等及び北研究棟 

   
       写真 6 65 ㎝屈折望遠鏡（左） 自動光電子午環(右) 
 65 ㎝望遠鏡の写真にはもっといい写真があったと思われるが・・・、自動光電子午

環のピアは断熱材としてコルクが張られた状態であるが、後にステンレスで覆われた。 



  
   写真 7 日本の時刻を決めていた PZT(左)、保時用セシウム原子時計(右) 

  
     写真 8 人工衛星国内計算施設と言われていたころの電子計算機 
 写真 7、8 のこれらの施設は 2016 年の現在は既になく、PZT（写真天頂筒）の建物

は取り壊され、望遠鏡本体は天文機器資料館に展示されている。 



    
    写真 9 真空紫外分光絶対較正装置(左) 14 ㎝単色太陽写真儀（右） 

    

   写真 10 25 ㎝クーデ型コロナグラフ（左） 乗鞍コロナ観測所（右） 
 写真 9、10 の施設もすでに役目を終え、真空紫外分光器はわずかにその姿をとどめ

ているのみで、14 ㎝太陽単色写真儀は、一時は廃棄されていたが 2008 年に発足したア

ーカイブ室の手で回収され、天文機器資料館に展示されている。 



 また、乗鞍コロナ観測所も 2010 年には閉所され、25 ㎝クーデ型コロナグラフは、や

はりアーカイブ室の手で復元可能な形で解体され、天文機器資料館に保管されている。 

    
     写真 11 2000 年に閉所された堂平観測所と 91 ㎝反射望遠鏡 
 堂平観測所の 91 ㎝望遠鏡は、岡山天体物理観測所に置かれるはずであったが、三鷹

から近いところに置こうと埼玉県に置かれた望遠鏡であった。 

    
    写真 12 1960 年に開所した岡山天体物理観測所と 188 ㎝反射望遠鏡 
 岡山天体物理観測所は、建設当時は世界で 7 番目の大きさの望遠鏡であり、やっと世

界に伍して観測天文学ができると期待された望遠鏡であった。 



    

        写真 13 105 ㎝シュミット望遠鏡と木曽観測所 
 1974 年に開設された 105 ㎝シュミット望遠鏡を擁した木曽観測所は、1988 年国立天

文台発足時に東京大学理学部に移管された。 

    

     写真 14 野辺山太陽電波観測所（左）野辺山宇宙電波観測所(右) 



 野辺山太陽電波観測所は 160MHz 太陽電波干渉計が完成し 1969 年に発足し、数々の

成果を上げ、1989 年には 160MHz 干渉計観測を終え、 1992 年には電波ヘリオグラ

フ（17GHz）の観測が始まったが、2015 年太陽電波観測所は閉所された 

  
写真 15 宇宙電波観測所の 45m ミリ波電波望遠鏡(左) 10m6 素子電波干渉計 

 野辺山宇宙電波観測所は、1982 年 3 月に開所し、星間分子を多数発見するなど大き

な成果を上げてきた。写真 16 が 45m ミリ波宇宙電波望遠鏡である。 

       
           写真 16 45m ミリ波宇宙電波望遠鏡 



 写真 16 は野辺山太陽電波観測所と野辺山宇宙電波観測所の紹介のページをまたいで

掲載されていた。 
 写真 17 がこのパンフレットの裏表紙である。 

   
        写真 17 1983 年版東京天文台パンフレット裏表紙 

1982 年 3 月 1 日に野辺山宇宙電波観測所の開所式が挙行されている。それから 34
年、東京天文台は 1988 年には国立天文台へと改組転換し、天文学では世界をリードす

るまでに発展してきた。こういったパンフレットをアーカイブすることも大切なことだ

と思う。 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


